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地域との協働による高等学校教育改革推進事業（グローカル） 静岡県立榛原高等学校
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属小中学校、
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榛原高校を支えるコンソーシアム

地域のコミュニティの危機

榛原高校

榛原高校の目指す教育 具体的な取り組み

地域についての認識を深めた地域リーダーの育成
グローバルな視野を持つグローバルリーダーの育成
これからの時代に求められるスキルの育成

ＨＡＦプロジェクト
HAIBARA ACHIEVING FUTURES PROJECT

～地域と世界を結ぶ有為な人材育成の望ましい在り方についての研究～

・少子高齢化、人口流出
・耕作放棄地、空き家問題
・地域社会のグローバル化

榛原高校と高校生への期待

榛原高校のチャレンジ（H27～）

海外研修の導入
理数科 シンガポール研修
普通科 台湾研修
海外修学旅行の導入へ

文科省委託事業への参加
実社会との接点を重視した課題解
決型学習プログラム

静岡県教育委員会事業への参加
魅力ある学校づくり推進事業
アドバンススクール事業

牧之原市との連携事業

地域リーダー育成プログラム

文理融合型のカ
リキュラム開発

総合的な
探究の時間の改革

社会教育機関と
の連携

グローカルリーダーの育成
ファシリテーション研修
課題解決・協働学習
大学（研究室）訪問
フィールドワーク（企業訪問）
主権者教育
レポート作成、プレゼンテーション
ESLプログラム
海外研修（シンガポール、台湾、ア
メリカ・シアトルサンフランシスコ）

地域を支える若い担い手の
育成は地域の願い

人材の
reflux

本事業は、文部科学省委託事業（2019～2021年度）として実施します



学校概要

静岡県立榛原高等学校（創立120年を迎える伝統校）

設置課程 全日制、定時制課程

校 訓 「至誠真剣」

設置学科 普通科（定員 ５学級 200人 合計 600人）

理数科（定員 １学級 40人 合計 120人）

主な進学先 北海道大学、東北大学、筑波大学、横浜国立大学

（過去5年） 東京海洋大学、東京工業大学、金沢大学、静岡大学

浜松医科大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学など



事業内容

HAIBARA ACHIEVING FUTURES PROJECT 2019

◎ 目 的

将 来 「地域のリーダーを担う人材の育成」

「地域への人材還流」

◎ 具体的取組

「総合的な探究の時間」における学びの改変（１年生）

「地域（ローカル）とのつながり」を意識した教育活動の実践

「世界（グローバル）とのつながり」を意識した教育活動の実践



事業申請への経緯

学校の活性化の必要性

地域を支えるリーダーの育成

人材の還流
地域社会のグローバルと共生教育への対応

地域社会の激変への対応

高速道路、港湾、空港など交通網の充実

自動車、食品など生産拠点が集約

少子高齢化・人口減

外国人の増加

榛原高校のおかれている状況

120年の歴史と伝統

優れた人材を輩出

志望者の減少

生徒の学力低下

◎背景

・牧之原市周辺地域の人口減少と人口流出

・地場産業（茶）の衰退と事業継承者の不足

・外国人労働者の増加など産業構造の変化

・新学習指導要領の施行

・大学入試改革への対応

◎目的

・将来の地域リーダーの育成

・地域への人材の還流

◎主な取り組み

・カリキュラム開発

・総合的な探究の時間の改革

・実社会プログラム（企業訪問、海外研修）

・地域リーダー育成プロジェクト（牧之原市事業）

◎体験型プログラムを実施する理由

・地理的条件が悪いことに起因する実体験の不足を補う

・外国人の増加に伴う地域のグローバル化への対応

・人口減少・流出のなか、地域の核となる学校存続のため



本事業の推進のための組織

コンソーシ

アム

運営指導

委員会

各アドバ

イザー

コンソーシアム

静岡県教育委員会（管理機関）

静岡県立榛原高等学校

学術機関、行政機関、企業、他

各アドバイザー

カリキュラム開発アドバイザー

海外交流アドバイザー

地域協働学習実施支援員

運営指導委員会（第三者委員会）

学術機関、企業関係者文部科学省委託事業
「地域との協働による高等学校教育改革推進事業
（グローカル型）」運営組織図

HAFプロジェクト



校内組織
学校長

研修課 地域連携推進監 教務課・進路課

各アドバイザー

学校長

全体統括

副校長

事業管理・運営

年間計画の作成と実践

研修課

校内の事業主体（企画・運営）

校内研修の企画・運営

地域連携推進監

行政機関との連携

教務課

新教育課程の研究

学校設定教科・科目の研究

総合的な探究の時間推進（学年部と共同）

カリキュラムマネジメント

日程、時間割調整

進路課

新しい入試制度に対する研究

キャリア関連指導

高大連携事業

学力向上

研修課の分掌業務の変更（新規事業担当へ）
・国内外研修の企画・運営
・総合的な探究の時間の企画・運営（学年部と共同）
・イングリッシュ・キャンプの企画運営（英語科と共同）
地域連携推進監
・行政機関と協力して事業の企画・運営（連絡調整）



主な事業内容

総合的な探

究の時間

地域連携

事業
課外活動

• 総合的な探究の時間改革

総合的な探究の時間（年次進行）

• 課外活動

海外研修（アメリカ、台湾）

国内研修（沖縄）

企業（事業所）訪問

部活動（英語／グローカル部）

イングリッシュキャンプ

外国籍（定時制）生徒との異文化交流

• 地域連携事業（牧之原市）

地域リーダー育成プロジェクト

答志島サスティナブルキャンプ

市民ファシリテーターの協力



2019年度 事業計画
学年 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

１学年

２学年

全学年

ファシリテー
ション研修

市長出前講座 企業人講話

アメリカ研修（事前・事後研修）

全生徒対象 希望者対象

日経STOCKリーグレポートコンテスト

台湾研修

沖縄研修

企業訪問

成果発表会

地域リーダー育成プロジェクト（牧之原市事業）

総合的な
学習の日

定時制課程生徒との交流（英語／グローカル部）
イングリッシュ
キャンプ（EC）

修学旅行（関西）に向けての探究学習 キャリア探究 成果発表会

研修成果発表会

研修成果発表会



事業報告
【総合的な探究の時間（市長出前授業）】

杉本市長の講話 グループワーク（探究活動） 学習成果の報告

情報のインプット 対話による理解の深化 アウトプット



事業報告
【総探（企業人講話）】
地域を支える企業の方の講話

探究活動（個人、グループ）

成果発表

情報のインプット 対話による理解の深化 アウトプット



事業報告
【課外活動（イングリッシュキャンプ）】
講 師 チャップマン大学、カリフォルニア州立大学 学生８人
日 程 ８月11日（日）～13日（火）
参加生徒 1年生 25人 ２年生 11人 ３年生 ５人 合計 41人

初めてアメリカ人が話す英語を聞き、最初は全く聞き取ることが出来なかったが、３日間の活動を通して最終的には完璧までとはいかないが、
なんとなく聞き取ることができるようになり、英語は話したもん勝ちで慣れが大切だと強く感じた。
また、本物の英語はこれだということを肌で感じることができた。（生徒感想・抜粋）



アメリカ研修の目的（生徒）

日本(静岡)の企業が海外で実際に仕事をしている姿をみて、自分の住んでいる地域の会社も、どうしたら海外で魅力あるもの
になるかを考える。また、アメリカの文化への理解を深め、日本の良さを再確認する。

日本の企業が海外でどのような活躍をしているのか知りたいです。また、初の海外なので日本との文化の違いを実感し自分の
価値観を広げたり、実際の英語を感じたいです。

アメリカ研修で学びたいことは、日本の企業が海外では主にどんな仕事をしてどのように活躍しているのかを学んできたいで
す。また、台湾研修の時と違ってアメリカは日本語が通じる人はあまりいないと思うので、現地の人と話したり聞いたりする
中で自分の英語力を試したいです。
最後に、アメリカの雰囲気を存分に感じ、いろんな経験をして、身になる研修にしたいです。

海外の企業の進んだ技術を感じたい。ネイティブな英語に触れこれからの英語の勉強に活かしたい。日本との文化の違いを感
じ他国の文化の理解を深めたい。

日本とどれくらい文化が違うのかを肌で感じること。そこに住む人、食べ物、考え方等できるだけたくさんのことを見て、触
れて何かを得ることを目標にする。

日本の企業が海外でどのような活躍をしているのか学んだり、海外の進んだ技術を知ること。そして、多くのものを見て文化
や習慣の違いなどを感じたい。

日本とはどこがちがうのかを見つける。英語の勉強。日本はどれだけ世界に発信しているのかを見つける。

なかなか入ることのできない日本総領事館やマイクロソフトの会社に行くのでアメリカにとって日本とはどういうところなの
か学びたいです。また、英語の良さを見つけたいです。

日本と海外がどのように影響し合っているのか。日本とは違う海外の技術を学ぶ。英語にたくさん触れる。

生徒が設定した研修目的（抜粋）



アメリカ研修報告



アメリカ研修
さらなる発展の可能性

在シアトル日本国総領事館の公式フェイスブック

在シアトル総領事館でも、課題探究的な
ワークショップが企画されていました



事業報告
【課外活動（国内（沖縄）研修】
日 程 ８月26日（月）～29日（木）
目 的 サイエンス分野においても、地域経済社会、研究施設、地方大学と諸外国が密接に

関連していることを理解するとともに、グローバルな視野と国際感覚の醸成をはかる
参加者 2年生 15人
訪問先 OIST

琉球大学
沖縄宇宙通信所
首里城英語ツアー
平和祈念資料館 他

費 用 約8万円（一部補助あり）



事業報告
【地域連携事業CLIP（答志島サスティナブルキャンプ】
日 程 8月26日（月）～27日（火）
参加者 1年生 15人 ２年生 ４人 計19人
訪問先 三重県鳥羽市答志島
費 用 約１万円（一部補助あり）



コンソーシアム・運営指導委員会報告
コンソーシアム会議・運営指導委員会（令和元年９月19日（木）午後1時30分から4時 榛原高校）

【協議・指導事項（抜粋）】

高校生の減少・大学進学者の減少と大学における地域連携の必要性の拡大している。

地域人材の育成の必要性が高まっており、教育機関と産業界の協力は重要。

高校は、中に閉じこもるのではなく、地域の声を聴く必要がある。

普通科、教員への普及を考える必要がある。

事業内容が総花的で課題が分散化している。集約する必要性を感じる。

大学でも定員割れが深刻化している。同じ課題を共有していると考えている。

優秀な学生を確保するには、親の理解と協力は不可欠。榛原高校の取組を保護者に広めることが大切。

また、保護者の評価についてアンケート等を実施し、検証を行う必要性がある。

安価に外国人との交流を図る方法を探るべき。

地域のコミュニティの中心となる方々を巻き込むことが大切。



生徒・保護者、地域の方々への活動報告



今後の事業計画
総合的な探究の時間

１年生

総合的な学習の日（10月）

静岡大学教育学部訪問

ふじのくに茶の都ミュージアム訪問

学習成果報告会（2月）

牧之原市役所（予定）

２年生

修学旅行（関西）に向けた探究活動

第一志望届（自己のキャリア計画）作成

その他

課外活動

１年生（公民科と連携）

海外（台湾）研修（12月）

事業所訪問（10月28日（月）実施）

小糸製作所（静岡市清水区）

矢崎部品ものづくりセンター（牧之原市）

はごろもフーズ（静岡市）

TDK静岡工場（牧之原市）

伊藤園静岡相良工場（牧之原市）

金融経済教室（野村HD）

英語部／グローカル部

定時制外国籍生徒との交流会

地域連携事業は、牧之原市の募集計画（年８～10回）に沿って希望する生徒が参加

職員研修 先進校視察（学校設定教科・科目調査他）



事業分析
【総合的な探究の時間】

【成果】

事業の精選を行うことによる円滑な事業運営（昨年度の県コアスクール事業の成果）

牧之原市と市民ファシリテーターの協力（昨年度の成果を反映）

企業の方々の協力（昨年度の成果を反映）

事業内容のスリム化により、生徒・職員の負担軽減の達成

文科省委託事業として取り組むことによる生徒一人ひとりの主体性の向上

【課題】

事業推進のための組織整備の必要性（学年部と教務・研修課の役割分担の明確化など）

ホームルーム担任と外部講師との連絡調整の必要性

学年担当者の負担軽減の必要性

ホームルーム担任の業務負担の軽減の必要性（副担任等の役割の明確化）

持続可能な仕組みづくり（担当が変わっても円滑に実施できる仕組みの整備）

来年度のシラバス（年間指導計画）と評価基準の作成

学習成果の発信の必要性（場の提供）



事業分析
【課外活動】
国内（沖縄）研修

【成果】

国内におけるグローバル体験の実現

静岡空港利用

時間、費用負担の軽減

国内研修の提供

沖縄の歴史探究

自然科学分野での探究活動

【課題】

事前・事後研修の在り方

日程・費用・生徒募集について

引率業務の負担軽減

海外（アメリカ）研修

【成果】

事前研修及び本研修の円滑な実践

研修のさらなる広がり（次年度以降）

ショートホームステイ

現地学校交流（ワシントン大など）

自然体験（ヨセミテ国立公園）

【課題】

事前・事後研修の在り方

日程・費用・生徒募集について

引率業務負担の軽減の必要性

海外の治安情勢など



現状における成果と課題（まとめ）
【成果】

・新学習指導要領への対応

・「社会に開かれた学校」の実践

・希望研修実施時の生徒の費用負担の軽減

・コンソーシアム（運営指導委員会）の支援が得られたこと

牧之原市 地域リーダー育成事業支援

JTB静岡支店 海外研修支援

静岡県地域外交局 台湾研修支援

ふじのくに茶の都ミュージアム 生徒の訪問、海外研修支援

静岡大学教育学部 生徒の訪問、職員研修支援

静岡産業大学 台湾研修支援

矢崎部品ものづくりセンター 事前研修支援

TDK 生徒研修支援

伊藤園 生徒研修支援

静岡県立大学との連携（国際関係学部、経営情報学部）

・文部科学省委託事業推進による学校の活性化

【課題】

・校内推進組織の未整備

学校全体の取組として定着させるには時間が必要

・職員の業務負担の増加

一部の職員への負担の偏重

・生徒（コアメンバー）の負担増加

希望研修に参加する生徒は同じメンバー

・費用負担の問題

職員の旅費

生徒の経済的負担の増加

・イベントの増加

学校行事や部活動への影響

・部活動（英語／グローカル部）の活性化

活動内容の多角化に生徒の戸惑い

・事業終了後の経費

基金の設立問題

・その他

積極性に欠ける生徒

職員からの声掛けを待つ姿勢を変化させる必要性



コンソーシアムとの協業の成果
静岡大学教育学部

職員研修の受け入れ

１年生普通科200人の研修受け入れ（総合的な学習の日）

静岡産業大学

台湾研修事前研修支援

静岡県地域外交局

台湾研修で学校交流を屏東県で実施を提案

台湾研修実施時に生徒研修先として協力を約束

ふじのくに茶の都ミュージアム

海外研修事前研修の受け入れ（副館長自ら研修を主導）

１年生普通科200人の研修受け入れ（総合的な学習の日）

牧之原市

CLIP事業の改編、生徒の参加受け入れ

答志島サスティナブルキャンプ

矢崎部品ものづくりセンター

企業人講話における講師派遣

台湾研修の受け入れ

海外研修事前研修の受け入れ

英語／グローカル部の活動支援

TDK

企業人講話における講師派遣

企業訪問の受け入れ

伊藤園

企業人講話における講師派遣

企業訪問の受け入れ

JTB静岡支店

海外研修事前研修の受け入れ

牧之原市民（原口委員）

静岡県立大学との連携強化の提案

静岡県立大学国際関係学部海外研修事前研修

静岡県立大学経営情報学部との連携



次年度へ向けての事業展開
社会に開かれた学校

コミュニティ・スクール

生徒の実体験を増やす活動の重視

従来の学校が対応していない内容

社会が求める人材を育成することも高校
の役割

榛原高校と
コンソーシアム、連携機関の協力のもと、実社会で求められる人材を育成する
地域社会を支えるリーダーとなる人材
大学（院）を卒業後、地元の有力企業に就職する人材の育成

フィールドワークの充実
社会で活きる学力を向上させる
「生きた英語の活用」

地域社会のグローバル化への対応


